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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期
第３四半期
累計期間

第19期
第３四半期
累計期間

第18期

会計期間
自平成25年10月１日
至平成26年６月30日

自平成26年10月１日
至平成27年６月30日

自平成25年10月１日
至平成26年９月30日

売上高 （千円） 7,111,747 7,699,214 9,527,583

経常利益 （千円） 726,222 934,519 925,254

四半期（当期）純利益 （千円） 438,323 572,879 548,037

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 580,750 1,159,794 580,750

発行済株式総数 （株） 9,112,000 20,167,200 9,112,000

純資産額 （千円） 3,174,625 4,891,061 3,284,353

総資産額 （千円） 8,835,488 10,092,903 8,913,282

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 24.05 29.15 30.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 5.00 3.00 12.00

自己資本比率 （％） 35.9 48.5 36.8

 

回次
第18期
第３四半期
会計期間

第19期
第３四半期
会計期間

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 4.61 7.13

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有しておりませんので記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５．当社は平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割、平成26年10月１日付で普通株式１株につ

き２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四

半期（当期）純利益金額を算定しております。

６．第18期の１株当たり配当額については、記念配当２円が含まれております。

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、底堅く推移する個人消費に加え、輸出の持ち直しや設備投資の

増加等により、緩やかな回復基調となりました。また、景気の先行きに対しましては、雇用や所得環境の改善や

生産活動の持ち直し等を背景に、回復傾向は持続するものと見られておりますが、新興国・資源国経済の動向、

欧州における債務問題等による不確実性は拭えない状況です。

葬儀業界におきましては、葬儀に関する潜在的需要は人口動態を背景に年々逓増するものと推計されておりま

すが、葬儀単価におきましては、核家族化や葬祭規模の縮小等により減少傾向が続いております。また、直近の

業界環境といたしましては、全国の死亡人口が増加していないことに加え、各社の営業施策等により、葬儀件

数、葬儀単価共に横這いの推移となりました。

かかる環境下、当社は顧客満足度の向上を図るべく「明瞭な価格体系による葬儀費用の明確化」「徹底した人

財教育によるサービスの向上」「ドミナント出店による利便性の向上」を戦略の基本方針とし、直営・フラン

チャイズ出店による徹底した差別化戦略を展開しております。

当第３四半期累計期間におきましては、中長期目標200店舗体制の実現を目指すべく「新生ティア」をスローガ

ンに掲げ、７項目の戦略テーマを推進してまいりました。新規会館につきましては、直営会館として名古屋市内

に「ティア滝ノ水」「ティア岩塚」を開設し、フランチャイズにおきましては、岐阜県各務原市に「ティア那

加」「ティア蘇原」を開設し、これにより直営41店舗、フランチャイズ36店舗の合計77店舗となりました。ま

た、既存会館におきましては、葬儀ニーズの多様化に対応するために「ティア御器所」の改修工事を行い、小規

模葬儀に対応した設備を増設いたしました。経費面では、商品改革の一環として、取扱商品や仕入単価の見直し

に加え、葬儀に付帯する一部の業務の内製化にも取り組んでまいりました。また、業容拡大に伴う人材確保や、

知名度の浸透を図る販売促進等も積極的に実施いたしました。

この結果、売上高は76億99百万円（前年同期比8.3％増）となり、売上原価率は前年同期と比べ1.9ポイント低

下し、販管費は前年同期比9.1％増となりました。これにより、営業利益は９億80百万円（同24.8％増）、経常利

益では９億34百万円（同28.7％増）、四半期純利益は５億72百万円（同30.7％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

(a）葬祭事業

当第３四半期累計期間におきましては、「ティアの会」会員数の拡大を図るべく、各種会館イベントや提携

団体・企業向けの営業等を積極的に取り組んでまいりました。また、提携企業で特典や割引が受けられる等の

会員向け優待サービス「ティアプラス」の充実にも努めてまいりました。葬儀件数におきましては、堅調に推

移する既存店に加え、新たに開設した会館の稼働により、前年同期比10.7％増の6,063件となり、葬儀単価にお

きましては、祭壇単価の低下や送迎バスにかかる契約内容及び取引実態の変更等により、前年同期比3.4％減と

なりました。この結果、売上高は74億61百万円（同8.0％増）、営業利益は13億80百万円（同14.3％増）となり

ました。

(b）フランチャイズ事業

当第３四半期累計期間におきましては、フランチャイズの会館が前年同期と比べ３店舗増加し、これにより

ロイヤリティ収入が順調に増加したのに加え、会館向けの物品販売や出店に係る加盟料等も増加いたしまし

た。また、紙面広告やウェブ広告を活用した新規クライアントの開発も積極的に実施し、これにより、売上高

は２億37百万円（同15.9％増）、営業利益は41百万円（同17.8％増）となりました。
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 72,800,000

計 72,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,167,200 20,167,200

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数

100株

計 20,167,200 20,167,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 20,167,200 － 1,159,794 － 793,294

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
 
普通株式 1,400
 

－ －

完全議決権株式（その他）
 
普通株式 20,163,600
 

201,636 －

単元未満株式
 
普通株式 2,200
 

－ －

発行済株式総数 20,167,200 － －

総株主の議決権 － 201,636 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己保有株式が70株含まれております。

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ティア
愛知県名古屋市北区

黒川本通3-35-1
1,400 － 1,400 0.00

計 － 1,400 － 1,400 0.00

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成27年４月１日から平成27

年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年10月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について
当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年９月30日)
当第３四半期会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,133,731 1,922,248

売掛金 244,852 223,326

商品 36,925 47,274

その他 228,587 220,309

貸倒引当金 △10,129 △7,023

流動資産合計 1,633,967 2,406,135

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 3,793,659 3,905,562

土地 1,291,021 1,291,021

その他（純額） 704,546 946,130

有形固定資産合計 5,789,226 6,142,714

無形固定資産 140,583 226,523

投資その他の資産   

差入保証金 1,047,903 1,025,012

その他 341,600 332,517

貸倒引当金 △40,000 △40,000

投資その他の資産合計 1,349,504 1,317,530

固定資産合計 7,279,314 7,686,767

資産合計 8,913,282 10,092,903

負債の部   

流動負債   

買掛金 313,579 282,543

短期借入金 96,668 291,667

1年内返済予定の長期借入金 1,206,718 1,148,807

未払法人税等 260,500 144,000

賞与引当金 101,185 56,965

その他 451,671 523,684

流動負債合計 2,430,321 2,447,668

固定負債   

長期借入金 2,595,867 2,135,591

資産除去債務 220,205 239,580

その他 382,534 379,001

固定負債合計 3,198,607 2,754,173

負債合計 5,628,928 5,201,841
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年９月30日)
当第３四半期会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 580,750 1,159,794

資本剰余金 214,250 793,294

利益剰余金 2,489,634 2,938,238

自己株式 △356 △356

株主資本合計 3,284,277 4,890,970

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 75 91

評価・換算差額等合計 75 91

純資産合計 3,284,353 4,891,061

負債純資産合計 8,913,282 10,092,903
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 7,111,747 7,699,214

売上原価 4,597,300 4,833,009

売上総利益 2,514,447 2,866,205

販売費及び一般管理費 1,728,895 1,886,147

営業利益 785,552 980,058

営業外収益   

受取利息 5,755 5,361

受取保険金 2,951 7,579

広告料収入 3,764 7,535

その他 6,022 6,562

営業外収益合計 18,495 27,037

営業外費用   

支払利息 57,804 49,174

株式交付費 - 17,755

その他 20,020 5,646

営業外費用合計 77,824 72,576

経常利益 726,222 934,519

特別利益   

固定資産売却益 82 34

特別利益合計 82 34

特別損失   

固定資産除売却損 5,056 281

特別損失合計 5,056 281

税引前四半期純利益 721,248 934,272

法人税、住民税及び事業税 274,663 320,005

法人税等調整額 8,261 41,387

法人税等合計 282,924 361,392

四半期純利益 438,323 572,879
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

保証債務

当社の所有する建物の地主について、金融機関からの借入れに対して債務保証を行っております。

 
 

前事業年度
（平成26年９月30日）

当第３四半期会計期間
（平成27年６月30日）

保井　正純 102,283千円 90,170千円

 

なお、上記保証については、地主の所有する土地及び当社の所有する建物（前事業年度99,309千円、当第３四

半期会計期間96,217千円）が担保に供されております。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自 平成26年10月１日
至 平成27年６月30日）

減価償却費 291,178千円 291,195千円

のれんの償却額 17,499 17,499
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自 平成25年10月１日　至 平成26年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月11日

取締役会
普通株式 91,113千円 20円

平成25年

９月30日

平成25年

12月６日
利益剰余金

平成26年５月12日

取締役会
普通株式 45,556千円 ５円

平成26年

３月31日

平成26年

６月９日
利益剰余金

（注）平成25年11月11日開催の取締役会決議に基づく配当金支払額について、１株当たり配当額には、記念配当

２円50銭が含まれております。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自 平成26年10月１日　至 平成27年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月10日

取締役会
普通株式 63,778千円 ７円

平成26年

９月30日

平成26年

12月５日
利益剰余金

平成27年５月11日

取締役会
普通株式 60,497千円 ３円

平成27年

３月31日

平成27年

６月８日
利益剰余金

（注）平成26年11月10日開催の取締役会決議に基づく配当金支払額について、１株当たり配当額には、記念配当

２円が含まれております。

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成26年12月10日を払込期日とする公募による新株式発行により、資本金及び資本準備金がそれ

ぞれ502,909千円増加しております。また、平成26年12月26日を払込期日とする第三者割当による新株式発

行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ76,135千円増加しております。

これらの結果、当第３四半期累計期間において資本金及び資本準備金が579,044千円増加し、当第３四半

期会計期間末において資本金が1,159,794千円、資本準備金が793,294千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注)１

四半期
損益計算書
計上額
（注)２

 葬祭事業
フランチャイズ

事業
計

売上高      

外部顧客への売上高 6,907,091 204,656 7,111,747 － 7,111,747

計 6,907,091 204,656 7,111,747 － 7,111,747

セグメント利益 1,207,650 35,587 1,243,237 △457,685 785,552

（注)１．セグメント利益の調整額△457,685千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注)１

四半期
損益計算書
計上額
（注)２

 葬祭事業
フランチャイズ

事業
計

売上高      

外部顧客への売上高 7,461,961 237,252 7,699,214 - 7,699,214

計 7,461,961 237,252 7,699,214 - 7,699,214

セグメント利益 1,380,878 41,927 1,422,805 △442,747 980,058

（注)１．セグメント利益の調整額△442,747千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ティア(E05585)

四半期報告書

13/16



（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成26年10月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 24円05銭 29円15銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 438,323 572,879

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 438,323 572,879

普通株式の期中平均株式数（株） 18,222,569 19,652,499

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割、平成26年10月１日付で普通株式１株につき２株

の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期

純利益金額を算定しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成27年５月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………60,497千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………３円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成27年６月８日

（注）　平成27年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成２７年８月１４日

 

株式会社　 ティア

取 締 役 会 　 御中

 

有限責任監査法人　ト ー マ ツ

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士　　水野　信勝　　　　㊞

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士　　城　　卓男　　　　㊞

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士　　坂部 彰彦　　　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられ
ている株式会社ティアの平成２６年１０月１日から平成２７年９月３０日までの第１９期事業年度
の第３四半期会計期間（平成２７年４月１日から平成２７年６月３０日まで）及び第３四半期累計期
間（平成２６年１０月１日から平成２７年６月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半
期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠し
て四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財
務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対
して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、
我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監
査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に
公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ティアの平成２７年６月３０
日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。

以　　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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